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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 20日 (2003.10.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 利 得 ／ 位 相 交 互 制 御 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
結 合 す る 信 号 間 の 相 対 位 相 を 調 整 す る 方 法 で あ っ て 、
Ａ ． 介 在 す る 利 得 調 整 の 前 に 最 後 に 実 施 し た 位 相 調 整 の 結 果 に 基 づ い て 位 相 調 整 値 を 変
更 す る

を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 、
Ｂ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 位 相 調 整 結 果 位 相 誤 差 信 号 値 を 保 持

Ｃ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 位 相 調 整 の 前 に 実 施 さ れ た 調 整 結 果 誤 差 信 号 値
を 保 持
Ｄ ． 前 記 位 相 誤 差 信 号 値 と 前 記 誤 差 信 号 値 に 応 じ て 、 前 記 位 相 調 整 値 を 変 更 す る ス ッ テ
プ
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 、
Ｅ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 位 相 調 整 の 前 に 実 施 さ れ た 、 第 １ の 利 得 調 整 結 果

誤 差 信 号 値 を 保 持
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 が 、
Ｆ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 位 相 調 整 に つ づ い て 第 ２ の 利 得 調 整 を 実 施
Ｇ ． 前 記 第 ２ の 利 得 調 整 に つ づ い て 、 前 記 最 後 に 実 施 し た 位 相 調 整 の 結 果 と 前 記 第 １ の 利
得 調 整 の 結 果 に 基 づ い て 前 記 位 相 調 整 値 を 変 更 す る

、
ス テ ッ プ

を 含 む こ と

ス テ ッ プ Ａ が
か ら と し て 生 ず る す る ス テ ッ

プ 、
か ら と し て 生 ず る

す る ス テ ッ プ 、 及 び
と

含 む こ と を

ス テ ッ プ Ｃ が
か ら と し て 生 じ

る 前 記 す る ス テ ッ プ

ス テ ッ プ Ｄ
す る ス テ ッ プ 、 及 び

ス テ ッ プ



を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
結 合 す る 信 号 間 の 相 対 利 得 を 調 整 す る 方 法 で あ っ て 、
Ａ ． 介 在 す る 位 相 調 整 の 前 に 最 後 に 実 施 し た 利 得 調 整 の 結 果 に 基 づ い て 利 得 調 整 値 を 変
更 す る

を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 が 、
Ｂ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 利 得 調 整 結 果 利 得 誤 差 信 号 値 を 保 持 す る ス テ ッ
プ 、
Ｃ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 利 得 調 整 の 前 に 実 施 さ れ た 調 整 結 果 誤 差 信 号 値
を 保 持 、 及 び 、
Ｄ ． 前 記 利 得 誤 差 信 号 値 と 前 記 誤 差 信 号 値 に 応 じ て 、 前 記 利 得 調 整 値 を 変 更 す る

を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 が 、
Ｅ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 利 得 調 整 の 前 に 実 施 さ れ た 第 １ の 位 相 調 整 結 果

誤 差 信 号 値 を 保 持
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 が 、
Ｆ ． 前 記 最 後 に 実 施 し た 利 得 調 整 に つ づ い て 第 ２ の 位 相 調 整 を 実 施
Ｇ ． 前 記 第 ２ の 位 相 調 整 に つ づ い て 、 前 記 最 後 に 実 施 し た 利 得 調 整 の 結 果 と 前 記 第 １ の 位
相 調 整 の 結 果 に 基 づ い て 前 記 利 得 調 整 値 を 変 更 す る
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
結 合 す る 信 号 間 の 相 対 位 相 ま た は 利 得 を 調 整 す る 方 法 で あ っ て 、
Ａ ． 調 整 値 を 変 更 す る
Ｂ ． 前 記 と 並 行 し て 、 調 整 値 を 変 更 し た 結 果 を 検
出 す る

を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 が 、
Ｃ ． 前 記 調 整 値 と し て 変 更
Ｄ ． 前 記 と 並 行 し て 、 前 記 調 整 値 と し て

検 出 す る
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
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、
ス テ ッ プ

を 含 む こ と

ス テ ッ プ Ａ
か ら と し て 生 ず る

か ら と し て 生 ず る
す る ス テ ッ プ

と ス テ ッ
プ

ス テ ッ プ Ｃ
か ら と し て 生 ず る

前 記 す る ス テ ッ プ

ス テ ッ プ Ｄ
す る ス テ ッ プ 、 及 び 、

ス テ ッ プ

相 対
ス テ ッ プ 、 及 び 、

ス テ ッ プ Ａ 最 後 に 実 施 し た 調 整 に お け る
ス テ ッ プ

を 含 む こ と

ス テ ッ プ Ａ 及 び ス テ ッ プ Ｂ
利 得 調 整 値 を す る ス テ ッ プ 、 及 び 、

ス テ ッ プ Ｃ 最 後 に 実 施 し た 調 整 に お け る 位 相 調 整
値 を 変 更 し た 結 果 を ス テ ッ プ
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